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●第58回会員事業所優良従業員表彰式
●萩市・萩市議会へ要望活動

小郡萩道路（絵堂〜萩間）
山陰自動車道（益田〜萩間）の早期着工・完工実現を！

登録無料！ 経営に役立つ情報をいち早く配信！

萩商工会議所

12

web https://hagicci .or . jp/
E-mai l hagi -cci@haginet .ne. jp

萩 市 の 活 性 化 の た め 、
買 物 は 地 元 で 、 発 注 は 地 元 に

須佐イルミネーション
撮影　マキタオモリツグ

初撮影の須佐のイルミネーションです。もっとクリスマス感を出すために長時間露光で
乗用車やトラックのヘッドライトやテールランプの光跡写真を撮りました。交通量が多く
なかったため長時間の撮影になりましたが、この日は城下町マラソンがあった日で日中か
らとても暖かくて凍えず撮影出来ました。 （撮影地：JR須佐駅）

年末年始の業務について
12月29日（金）から１月３日（水）まで
業務を休止させていただきます。
新年は１月４日（木）から通常どおり行います。
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第
58
回
会
員
事
業
所
優
良

従
業
員
表
彰
式
が
、
11
月
14

日
㈫
千
春
楽
「
味
楽
亭
」
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
式
は
、
当
所
会

員
事
業
所
の
従
業
員
の
中
か

ら
、
永
年
勤
続
従
業
員
や
事

業
所
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た

従
業
員
の
方
々
を
表
彰
し
、

地
域
産
業
の
発
展
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催

さ
れ
る
も
の
で
、
本
年
は
、

12
事
業
所
か
ら
36
名
の
方
々

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
は
多
数
の
来
賓
ご
臨

席
の
も
と
、
山
縣
副
会
頭
の

開
式
の
こ
と
ば
で
開
会
。
国

家
斉
唱
の
後
、
藤
井
会
頭
が

「
企
業
の
成
長
・
発
展
に
は
、

そ
こ
に
従
事
さ
れ
る
従
業
員

の
、
熱
く
挑
戦
す
る
勤
労
意

欲
と
、
経
営
へ
の
協
力
体
制

が
あ
っ
て
の
こ
と
で
、
皆
様

の
日
頃
の
ご
精
励
が
、
地
域

の
産
業
経
済
を
支
え
、
そ
の

発
展
・
振
興
に
貢
献
し
て
い

る
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

次
い
で
、
杉
山
表
彰
特
別

委
員
長
の
審
査
報
告
に
続
い

て
、
受
賞
者
一
人
一
人
に
、

藤
井
会
頭
よ
り
賞
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
受
賞
者
を

代
表
し
て
田
中
功
志
さ
ん

（
㈲
マ
シ
ヤ
マ
印
刷
）
か
ら

「
多
く
の
皆
様
方
の
祝
意
の

も
と
に
栄
え
あ
る
表
彰
を
受

け
た
こ
と
は
、
誠
に
身
に
余

る
光
栄
で
あ
り
、
本
日
の
こ

の
感
激
を
胸
に
刻
み
、
社
業

の
発
展
と
地
域
社
会
の
信
頼

と
ご
期
待
に
沿
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い

る
所
存
で
す
」
と
謝
辞
。
そ

の
後
、
来
賓
よ
り
ご
祝
辞
を

い
た
だ
き
、
大
中
副
会
頭
の

閉
式
の
こ
と
ば
で
閉
会
し
ま

し
た
。

永
年
勤
続
者
に
栄
え
あ
る
表
彰

永
年
勤
続
者
に
栄
え
あ
る
表
彰

第
58
回 

会
員
事
業
所
優
良
従
業
員
表
彰
式

代表謝辞を行った田中さん 杉山委員長経過報告 藤井会頭挨拶
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☎083－941－5558　FAX 083－941－5168

山
本
多
喜
枝
〔
㈱
千
春
楽
〕

後
根
　
英
夫
〔
㈲
マ
シ
ヤ
マ
印
刷
〕

田
中
　
功
志
〔
㈲
マ
シ
ヤ
マ
印
刷
〕

大
和
十
三
夫
〔
㈱
井
上
商
店
〕

森
本
　
昌
司
〔
㈱
井
上
商
店
〕

菊
本
　
洋
子
〔
㈱
井
上
商
店
〕

中
馬
　
賢
藏
〔
㈱
千
春
楽
〕

伊
藤
　
直
美
〔
㈲
マ
シ
ヤ
マ
印
刷
〕

濱
村
美
惠
子
〔
㈱
太
陽
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
〕

長
岡
　
建
志
〔
昭
和
電
機
工
業
㈱
〕

末
武
　
久
和
〔
指
月
建
設
㈱
〕

中
條
　
和
仁
〔
㈱
美
萩
工
芸
〕

岡
村
　
直
美
〔
㈱
美
萩
工
芸
〕

波
多
野
　
徹
〔
㈱
美
萩
工
芸
〕

長
岡
　
暢
正
〔
㈲
坪
井
建
設
〕

白
石
　
悦
子
〔
㈲
坪
井
建
設
〕

石
丸
　
智
靖
〔
㈱
井
上
商
店
〕

藤
井
　
毅
紀
〔
㈱
井
上
商
店
〕

国
光
由
美
子
〔
玉
江
石
油
㈲
〕

長
富
　
隆
幸
〔
玉
江
石
油
㈲
〕

中
野
　
　
均
〔
玉
江
石
油
㈲
〕

谷
村
紀
代
美
〔
㈱
Ｔ．
Ｌ．
Ｓ．
〕

毎
野
　
秀
美
〔
指
月
建
設
㈱
〕

前
田
美
由
紀
〔
㈱
美
萩
工
芸
〕

夏
井
　
雅
人
〔
㈱
美
萩
工
芸
〕

橋
爪
　
朱
宗
〔
㈱
美
萩
工
芸
〕

岩
田
　
志
歩
〔
㈱
美
萩
工
芸
〕

柴
田
亜
希
子
〔
㈱
太
陽
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
〕

村
田
　
貴
之
〔
嶋
村
化
成
㈱
〕

山
中
　
真
吾
〔
嶋
村
化
成
㈱
〕

小
田
　
敏
成
〔
嶋
村
化
成
㈱
〕

戸
川
　
賢
一
〔
㈱
柚
子
屋
本
店
〕

谷
山
　
和
広
〔
㈱
井
上
商
店
〕

西
　
　
直
伸
〔
㈱
井
上
商
店
〕

友
弘
　
健
介
〔
㈱
井
上
商
店
〕

前
田
　
貴
子
〔
㈱
井
上
商
店
〕

勤
続
30
年
以
上
（
６
名
）

勤
続
20
年
以
上
（
12
名
）

勤
続
10
年
以
上
（
18
名
）

優良従業員表彰受賞者のみなさんです（勤続年数別、順不同、敬称略）

賞状と記念品が贈られました
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１．
萩
市
と
萩
商
工
会
議
所
の

協
力
体
制
並
び
に
デ
ジ
タ

ル
化
対
応
に
つ
い
て

萩
市
の
担
当
部
署
と
萩
商

工
会
議
所
の
部
会
と
の
意
見

交
換
の
継
続
実
施
。

事
業
者
・
市
民
が
デ
ジ
タ

ル
化
に
対
応
で
き
る
施
策
の

推
進
。

Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
の
誘
致
活
動

萩
商
工
会
議
所
所
有
の
商

工
セ
ン
タ
ー
（
旧
萩
商
工
会

議
所
）
の
無
償
譲
渡
の
提
案
。

２．
市
内
事
業
所
の
人
材
確

保
支
援
に
つ
い
て

合
同
企
業
説
明
会
の
充
実

及
び
継
続
実
施
。

幼
年
期
か
ら
の
地
元
愛
の

造
成
や
、
遠
隔
地
か
ら
修
学

で
き
る
環
境
の
整
備
、
市
内

の
高
校
の
魅
力
度
ア
ッ
プ
に

繋
が
る
施
策
、
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル

が
習
得
で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
充
実
。

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
の
移
住
や
定

住
に
関
す
る
情
報
発
信
の
促

進
並
び
に
安
心
し
て
居
住
で

き
る
子
育
て
環
境
や
医
療
体

制
の
充
実
。

３．
市
内
事
業
所
へ
の
優
先

発
注
等
に
つ
い
て

萩
市
が
発
注
す
る
物
品
並

び
に
役
務
等
は
、
発
注
業
者

を
市
内
に
限
定
。

最
低
制
限
価
格
の
導
入
や

地
元
の
実
勢
価
格
を
反
映
。

地
場
産
業
の
育
成
・
地
産

地
消
を
考
慮
し
て
発
注
。

４．
市
内
業
者
最
優
先
で
の

公
共
工
事
の
発
注
並
び

に
街
づ
く
り
に
つ
い
て

国
・
県
の
助
成
事
業
・
補

助
事
業
に
係
る
発
注
機
会
の

増
大
。

老
朽
化
し
た
イ
ン
フ
ラ
の

積
極
的
な
点
検
整
備
。

物
価
ス
ラ
イ
ド
制
度
等
の

予
算
措
置

萩
市
景
観
計
画
の
内
容
お

よ
び
都
市
計
画
の
用
途
地
域

の
見
直
し
。

５．
高
速
道
路
網
の
整
備
促

進
に
つ
い
て

山
陰
自
動
車
道
（
益
田
～
萩

間
）
及
び
萩
小
郡
間
地
域
高
規

格
道
路
（
絵
堂
～
萩
間
）
の
早

期
全
線
開
通
に
向
け
、
環
境
整

備
・
要
望
活
動
な
ど
、
よ
り
一

層
の
事
業
展
開
。

萩
港
の
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
受

け
入
れ
整
備
。

Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
益
田
～
長
門

間
の
存
続
要
請
。

６．
観
光
振
興
に
つ
い
て

文
化
財
の
維
持
整
備
、
情
報

発
信
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等
、

観
光
客
が
増
加
す
る
よ
う
な
諸

施
策
を
継
続
し
て
推
進
。

２
次
交
通
の
整
備
及
び
夜
間

の
移
動
手
段
へ
の
対
応
。

「
萩
に
ゃ
ん
。
ク
ー
ポ
ン
」

の
再
度
の
発
行
及
び
利
便
性
の

向
上
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
観
光

情
報
発
信
網
の
整
備
。

７．
水
産
関
連
業
の
振
興
に

つ
い
て

新
規
就
業
さ
れ
る
漁
業
従
事
者

に
対
す
る
助
成
、
就
業
フ
ェ
ア
出

展
経
費
支
援
等
の
継
続
実
施
。

国
、
県
、
漁
協
等
と
連
携
し
、

新
規
就
業
さ
れ
る
漁
業
従
事
者

の
育
成
・
定
着
に
つ
な
が
る

様
々
な
支
援
。

大
消
費
地
へ
鮮
度
を
保
っ
た

ま
ま
提
供
で
き
る
施
策
の
実
施
。

地
元
の
食
材
（
地
魚
等
）
を

使
用
し
た
学
校
給
食
の
提
供
を

提
案
。

８．
中
小
企
業
支
援
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
や
原
油
価
格
等
物
価
高

騰
に
対
す
る
対
応
施
策
の
継

続
実
施
。

創
業
や
経
営
相
談
等
の
補

助
事
業
の
継
続
。

萩
市
と
支
援
機
関
の
情
報

交
換
会
議
の
継
続
実
施
。

萩
市
中
小
企
業
等
事
業
拡

大
補
助
金
及
び
事
業
承
継
補

助
金
制
度
の
拡
充
。

各
種
補
助
金
制
度
及
び
融

資
制
度
の
拡
充
。

萩
市
・
萩
市
議
会
へ
要
望
活
動

11
月
13
日
㈪
に
萩
市
長
並
び
に
萩
市
議
会
議
長
へ
、
当
所
か
ら
の
要
望
書
を
提
出
し
ま
し

た
。
要
望
し
た
事
項
に
つ
い
て
は
以
下
の
と
お
り
で
す
（
一
部
抜
粋
）。
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国
の
次
年
度
予
算
策
定
に

合
わ
せ
、
11
月
16
日
㈭
、
国

土
交
通
省
並
び
に
財
務
省
関

係
部
署
及
び
山
口
県
選
出
の

国
会
議
員
へ
山
陰
自
動
車
道

及
び
小
郡
萩
道
路
の
早
期
整

備
促
進
を
訴
え
る
要
望
活
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

山
陰
自
動
車
道
（
益
田
～

萩
間
）
整
備
促
進
期
成
同
盟

会
の
田
中
萩
市
長
・
長
岡
萩

市
議
会
議
長
・
山
本
益
田
市

長
・
福
島
益
田
市
議
会
議

長
・
花
田
阿
武
町
長
に
加
え
、

民
間
代
表
と
し
て
山
陰
高
規

格
道
路
益
田
市
～
萩
市
間
早

期
実
現
益
田
・
萩
連
絡
協
議

会
会
長
の
当
所
藤
井
会
頭
、

同
副
会
長
の
益
田
商
工
会
議

所
植
松
副
会
頭
が
参
加
し
ま

し
た
。

国
土
交
通
省
で
は
道
路
局

の
沓
掛
企
画
課
長
に
面
会
し
、

早
期
の
整
備
促
進
を
訴
え
ま

し
た
。
ま
た
、
財
務
省
主
計

局
・
国
交
省
道
路
関
係
部
署

へ
要
望
書
を
提
出
し
早
期
の

整
備
促
進
を
訴
え
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
山
口
県
選
出
の
衆

参
国
会
議
員
の
方
々
に
、
要

望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

山
陰
道
（
益
田
～
萩
間
）

の
早
期
全
線
開
通
に
向
け
、

事
業
中
の
区
間
に
つ
い
て
は

力
強
く
事
業
を
推
進
し
、
ま

だ
多
く
残
っ
て
い
る
未
着
手

区
間
に
つ
い
て
は
、
早
期
に

優
先
整
備
区
間
に
指
定
す
る

こ
と
を
要
望
し
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
高
規
格
道
路

で
あ
る
小
郡
萩
道
路
は
、
事

業
主
体
は
山
口
県
で
す
が
、

早
期
に
完
成
さ
れ
る
よ
う
予

算
の
確
保
を
要
望
し
ま
し
た
。

国
土
の
最
も
基
幹
的
な
施

設
で
あ
る
高
規
格
幹
線
道
路

等
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
の

解
消
を
基
本
に
、
国
の
責
任

に
お
い
て
早
期
に
完
成
さ
せ

る
こ
と
な
ど
、
整
備
の
必
要

性
を
訴
え
ま
し
た
。

山
陰
自
動
車
道
・
小
郡
萩
道
路
の

早
期
整
備
に
向
け
要
望
活
動
を
実
施

【萩市からのお知らせ】

求人でお困りの事業者の皆さまへ

「採用力向上セミナー」への参加事業者を募集します‼
　市内事業者では、人手不足が大きな課題となっています。
　そこで、このたび、萩市では、㈱リクルートとの連携協定に基づき、事業者の皆様の採用力向上を支
援するため、下記のとおり「採用力向上セミナー」への参加事業者を募集します。
　セミナーでは、今の求職者の仕事探しのポイントや無料で採用支援ツール「Air ワーク採用管理」を利
用し、求人検索エンジン「Indeed」に転載可能な採用HPを作成します。

〇と　き　令和６年１月 18日（木）15：00～ 16：40
〇ところ　萩・明倫学舎３号館交流室（大）
〇参加申込み／問い合わせ先
　令和６年１月 10日までに下記あてに、お申込ください。
　萩市おいでませ、豊かな暮らし応援課「はぎポルト」移住就業担当：山本
　TEL 0838-25-3819　E-mail：ijyu-sien@city.hagi.lg.jp

萩市×㈱リクルート連携事業
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萩
市
内
に
本
社
を
有
す
る
事
業

所
で
建
設
・
鉱
業
、
製
造
業
、
卸

売
業
、
小
売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
、

運
輸
業
の
６
種
類
・
４
３
１
社

（
前
回
調
査
対
象
事
業
所
を
主
体
）

を
対
象
に
調
査
票
を
送
付
し
、
回

収
し
た
調
査
票
は
１
２
０
社

（
27
・
８
％
）、
そ
の
内
有
効
回
答

数
は
１
０
８
社
（
90
・
０
％
）
で

し
た
。☐

☐
☐

令
和
５
年
１
月
分
の
全
業
種
平

均
給
与
総
支
給
額
は
、
男
子
１
人

当
た
り
２
５
２，
３
８
２
円
（
前

回
２
５
８，
２
３
５
円
、
２
・

３
％
ダ
ウ
ン
）、
年
齢
48
・
５
歳

（
同
47
・
９
歳
）、
勤
続
年
数
14
年

１
カ
月
（
同
15
年
０
カ
月
）、
女

子
１
人
当
た
り
２
３
０，
５
５
６

円
（
前
回
２
２
３，
５
７
８
円
、

３
・
１
％
ア
ッ
プ
）、
年
齢
43
・

８
歳
（
同
46
・
６
歳
）、
勤
続
年

数
12
年
１
カ
月（
同
13
年
６
カ
月
）

と
な
っ
て
い
る
。

※
サ
ン
プ
ル
数
が
少
な
い
場
合
は
、
そ
れ

が
必
ず
し
も
平
均
値
を
示
し
て
い
る
と

は
言
え
な
い
た
め
、
数
値
の
解
釈
に
は

幅
を
み
て
く
だ
さ
い
。

業種別１人当りの平均賃金

市
内
事
業
所
の
賃
金
に
つ
い
て

—
第
22
回
賃
金
実
態
調
査
よ
り
—

当
所
は
労
務
管
理
の
基
礎
資
料
と
し
て
、
隔
年
で
萩
市
内
の

事
業
所
を
対
象
に
賃
金
実
態
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
５

年
１
月
に
実
施
し
ま
し
た
主
な
調
査
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

ま
た
、
報
告
書
が
必
要
な
方
は
商
工
会
議
所
窓
口
ま
で
ど
う
ぞ
。

調
査
の
対
象
・
回
収
状
況

1
平
均
賃
金

２

総
　
　
　
　
　
合

女
　
　
　
　
　
子

男
　
　
　
　
　
子

性
別 業　　種 年　齢

（歳）
勤続年数
（年・月）

給与総支給額
（円）

給与総支給額のうち
基本賃金（円）諸手当（円）時間外（円）

47.8

46.5

45.6

49.3

48.2

47.6

59.7

42.7

47.5

38.1

45.6

45.4

40.3

58.3

46.3

46.7

43.0

47.9

47.3

44.9

59.6

14・01

13・05

11・11

15・11

12・05

12・05

19・04

12・00

14・01

7・02

14・07

10・06

12・09

18・08

13・06

13・06

10・03

15・05

11・10

14・03

19・04

257,793

259,288

227,975

239,866

269,983

272,212

211,804

237,940

247,567

220,293

216,928

254,051

241,117

164,989

252,213

257,600

225,313

231,264

265,099

260,895

207,548

207,384

216,184

204,420

199,960

176,640

223,431

163,878

194,765

212,426

193,850

194,735

171,788

199,734

150,692

203,837

215,643

200,757

198,001

175,152

214,806

162,680

36,641

28,574

18,371

28,786

72,315

34,809

41,810

32,201

25,024

20,767

17,222

61,638

30,420

4,750

35,385

28,067

19,193

24,471

68,959

33,198

38,441

13,203

14,120

4,833

9,220

20,056

13,703

6,115

10,100

10,117

5,676

4,083

16,885

10,175

0

12,325

13,548

5,122

7,303 

19,060

12,407

6,427

全 業 種

建 設・鉱 業

製 造 業

卸 売 業

小 売 業

サ ー ビ ス 業

運 輸 業

全 業 種

建 設・鉱 業

製 造 業

卸 売 業

小 売 業

サ ー ビ ス 業

運 輸 業

全 業 種

建 設・鉱 業

製 造 業

卸 売 業

小 売 業

サ ー ビ ス 業

運 輸 業
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建設・鉱業
製　造　業
卸　売　業
小　売　業
サービス業
運　輸　業

項目
業種

計

夏　期　賞　与
（企業数）

支給した
23
10
9
16
21
1
80

69.0％

5
7
3
6
9
1
31

26.7％

2
0
0
3
0
0
5

4.3％

30
17
12
25
30
2

116
100.0％

23
12
8
16
22
1
82

70.7％

6
5
4
6
8
1
30

25.9％

1
0
0
3
0
0
4

3.4％

30
17
12
25
30
2

116
100.0％

支給なし 無回答 計
冬　期　賞　与

支給した 支給なし 無回答 計

■令和４年の賞与の支給状況

建設・鉱業
製　造　業
卸　売　業
小　売　業
サービス業
運　輸　業

性別
項目

業種
全業種

男　　　　子
（額：円）

平均支給額

213,246
202,047
211,571
202,828
264,598
119,558

220,717

730,000
500,000
340,000
362,000
968,910
119,558

968,910

0
30,000
100,000

0
0

119,558

0

25
11
7
13
18
1

75

134,096
125,944
126,375
152,835
195,983
25,150

160,228

360,000
320,000
223,000
340,000
646,895
25,150

646,895

0
0
0
0
0

25,150

0

19
6
8
14
20
1

68

最高額 最低額 回答
企業数

女　　　　子

平均支給額 最高額 最低額 回答
企業数

■令和４年夏期賞与（企業平均）の1人当り平均支給額

建設・鉱業
製　造　業
卸　売　業
小　売　業
サービス業
運　輸　業

性別
項目

業種
全業種

男　　　　子
（額：円）

平均支給額

262,789
196,517
274,643
190,563
321,445
187,203

253,842

707,857
330,000
675,000
373,000

1,126,343
187,203

1,126,343

0
0

30,000
0

60,500
187,203

0

24
12
7
13
18
1

75

144,746
148,021
182,750
161,139
234,801
114,300

179,161

730,000
310,000
475,000
462,500
800,175
114,300

800,175

0
0
0
0
0

114,300

0

18
6
8
15
20
1

68

最高額 最低額 回答
企業数

女　　　　子

平均支給額 最高額 最低額 回答
企業数

■令和４年冬期賞与（企業平均）の1人当り平均支給額

賃
金
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年

１
月
分
給
与
支
給
総
額
を
対
象
。

令
和
４
年
の
賞
与
は
、
夏
期
が

69
・
０
％
（
前
回
74
・
８
％
）、

冬
期
が
70
・
７
％（
同
77
・
６
％
）

の
企
業
で
支
給
し
て
い
ま
す
。

賞
与
支
給
額
の
意
思
決
定
額
で

は
、「
企
業
の
業
績
で
決
め
る
」

が
76
企
業
（
65
・
５
％
、
前
回

57
・
９
％
）
と
最
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

決
算
賞
与
等
、
令
和
４
年
の
夏

期
・
冬
期
以
外
に
支
給
し
て
い
る

企
業
は
22
企
業
（
19
・
０
％
、
前

回
21
・
５
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

全
業
種
で
の
夏
期
賞
与
平
均
支

給
額
は
、
男
子
が
２
２
０，
７
１

７
円
（
前
回
２
４
８，
７
９
６
円
、

11
・
３
％
ダ
ウ
ン
）、
女
子
は
１

６
０，
２
２
８
円
（
同
２
０
１，
０

５
４
円
、
20
・
３
％
ダ
ウ
ン
）
で
、

冬
期
賞
与
平
均
支
給
額
は
、
男
子

が
２
５
３，
８
４
２
円
（
同
２
５

４，
４
８
３
円
、
０
・
２
５
％
ダ

ウ
ン
）、
女
子
は
１
７
９，
１
６
１

円
（
同
２
０
１，
５
４
０
円
、

11
・
１
％
ダ
ウ
ン
）
で
す
。

ま
た
、
年
間
賞
与
（
決
算
賞
与

等
を
除
く
）
の
支
給
額
が
、
基
本

賃
金
の
何
カ
月
分
に
相
当
す
る
か

賞
　
与

３

を
単
純
計
算
す
る
と
、
男
子
が
２
・
４
カ

月
（
前
回
２
・
５
カ
月
）、
女
子
が
１
・

８
カ
月
（
前
回
２
・
２
カ
月
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。
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日
本
銀
行
が
な
ぜ
現
状
の
金
融
緩
和

政
策
を
維
持
し
て
い
る
の
か
、
国
民
に

は
分
か
り
に
く
い
と
い
う
声
が
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、「
イ
ン
フ
レ

見
通
し
は
２
０
２
２
年
度
か
ら
２
０
２

４
年
度
ま
で
２
％
以
上
に
な
る
の
に
、

金
融
政
策
を
現
状
維
持
の
ま
ま
と
い
う

の
で
は
国
民
や
市
場
に
は
わ
か
り
に
く

い
」
と
い
う
専
門
家
の
声
［
注
１
］
が

あ
る
。
日
本
銀
行
は
、
金
融
緩
和
政
策

の
効
果
と
副
作
用
を
見
極
め
た
上
で
、

そ
の
効
果
を
維
持
し
な
が
ら
副
作
用
の

軽
減
に
資
す
る
よ
う
な
修
正
を
段
階
的

に
講
じ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
金
融
緩
和

政
策
を
形
成
し
て
い
る
三
つ
の
政
策
、

①
長
短
金
利
操
作
（
イ
ー
ル
ド
・
カ
ー

ブ
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
＝
Ｙ
Ｃ
Ｃ
）［
注

２
］、
②
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
、
③
上

場
投
資
信
託
（
Ｅ
Ｔ
Ｆ
）
な
ど
の
資
産

買
い
入
れ
政
策
の
、
お
の
お
の
の
効
果

と
副
作
用
を
分
析
し
て
き
た
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
２
０
２
３
年
10

月
の
金
融
政
策
決
定
会
合
で
の
決
定
内

容
を
見
て
い
く
。
同
会
合
で
は
、
金
融

緩
和
政
策
を
形
成
し
て
い
る
三
つ
の
政

策
の
一
つ
で
あ
る
Ｙ
Ｃ
Ｃ
の
再
修
正
が

決
定
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
Ｙ
Ｃ
Ｃ
に
お

け
る
短
期
政
策
金
利
ー
０
・
１
％
、
10

年
物
国
債
金
利
（
長
期
金
利
）
の
操
作

目
標
ゼ
ロ
％
程
度
と
い
う
水
準
は
い
ず

れ
も
維
持
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
再
修
正

と
は
、
22
年
12
月
に
決
め
た
Ｙ
Ｃ
Ｃ
の

運
用
の
柔
軟
化
を
、
23
年
７
月
の
修
正

を
経
て
10
月
に
さ
ら
に
修
正
し
た
こ
と

で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
７
月
の
修
正

で
は
、
長
期
金
利
の
操
作
目
標
ゼ
ロ
％

程
度
の
上
限
め
ど
を
０
・
５
％
に
し
た

が
、
今
回
は
そ
れ
を
１
％
に
修
正
し
た
。

前
回
の
修
正
で
は
、
長
期
金
利
を
１
％

以
下
に
抑
え
込
む
た
め
に
、
国
債
を
無

制
限
に
買
い
入
れ
る
「
指
し
値
オ
ペ
」

［
注
３
］
を
毎
日
厳
格
に
実
施
し
て
き

た
が
、
今
回
の
再
修
正
で
は
「
金
利
の

実
勢
等
を
踏
ま
え
て
適
宜
決
定
す
る
」

［
注
４
］
と
し
た
。
今
回
の
決
定
で
植

田
和
男
総
裁
は
、
Ｙ
Ｃ
Ｃ
の
副
作
用
と

し
て
、
国
債
を
無
制
限
に
買
い
入
れ
る

指
し
値
オ
ペ
に
よ
っ
て
「
長
期
金
利
の

上
限
を
厳
格
に
抑
え
る
こ
と
は
、
強
力

な
効
果
の
反
面
、
副
作
用
も
大
き
く
な

り
得
る
」
と
判
断
し
た
と
述
べ
て
い
る
。

他
方
、
そ
の
他
二
つ
の
政
策
（
マ
イ

ナ
ス
金
利
政
策
と
Ｅ
Ｔ
Ｆ
買
い
入
れ
政

策
）
は
維
持
し
、
金
融
緩
和
政
策
の
大

枠
は
据
え
置
い
た
。
植
田
総
裁
は
、
こ

の
根
拠
と
し
て
二
つ
の
物
価
上
昇
の
要

因
を
挙
げ
て
、
大
枠
の
金
融
緩
和
政
策

を
維
持
し
た
理
由
と
そ
の
期
待
す
る
効

果
を
説
明
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
足
元

の
物
価
高
は
、
輸
入
物
価
上
昇
分
の
転

嫁
に
よ
る
「
第
一
の
力
」
と
、
賃
金
と

物
価
の
好
循
環
と
い
っ
た
「
第
二
の
力
」

が
あ
る
と
し
、
後
者
に
つ
い
て
は
「
現

時
点
で
は
、
物
価
安
定
の
目
標
の
持
続

的
・
安
定
的
な
実
現
を
十
分
な
確
度
を

持
っ
て
見
通
せ
る
状
況
に
は
、
な
お
至

っ
て
い
な
い
」
と
判
断
し
、「
第
二
の

力
」
を
育
て
て
い
く
効
果
が
期
待
で
き

る
金
融
緩
和
政
策
を
維
持
し
た
と
し
て

い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
も
そ
も
10
年
前

か
ら
拡
張
さ
れ
て
き
た
異
次
元
と
も
い

え
る
金
融
政
策
緩
和
に
対
し
て
期
待
さ

れ
て
き
た
効
果
は
、
あ
ま
り
に
も
大
き

過
ぎ
た
と
い
え
な
い
か
。
期
待
さ
れ
て

い
た
効
果
と
は
、
当
時
の
安
倍
内
閣
の

「『
日
本
再
興
戦
略
』
改
訂
２
０
１
４
」

（
成
長
戦
略
２
０
１
４
）
で
掲
げ
ら
れ

た
、
デ
フ
レ
脱
却
と
日
本
経
済
の
構
造

的
課
題
で
あ
る
生
産
性
向
上
と
潜
在
成

長
率
の
改
善
で
あ
る
。
そ
の
中
心
に
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
「
三
本
の
矢
」
が
あ
り
、

第
一
の
矢
が
「
大
胆
な
金
融
政
策
」
で

あ
っ
た
。
第
二
の
矢
「
機
動
的
な
財
政

政
策
」、
そ
し
て
第
三
の
矢
「
民
間
投

資
を
喚
起
す
る
成
長
戦
略
」
が
三
位
一

体
と
な
っ
て
、
そ
の
効
果
を
発
揮
す
る

と
さ
れ
て
い
た
。
現
在
の
低
金
利
環
境

は
、
日
本
銀
行
の
異
例
の
金
融
緩
和
の

み
が
も
た
ら
し
た
状
態
で
は
な
く
、
そ

の
根
本
に
は
経
済
の
潜
在
成
長
力
の
低

迷
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
そ
の
効
果
に

対
す
る
金
融
緩
和
政
策
の
限
界
は
認
識

さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
を
踏

ま
え
る
と
、
日
本
銀
行
が
徐
々
に
金
融

政
策
を
正
常
化
さ
せ
る
中
で
、
実
質
賃

金
の
上
昇
の
確
度
が
高
ま
っ
て
も
潜
在

成
長
率
を
高
め
る
生
産
性
向
上
が
な
い

ま
ま
で
は
、
長
期
金
利
は
長
い
目
で
見

れ
ば
10
年
前
の
０
・
８
％
程
度
の
水
準

に
戻
る
に
と
ど
ま
る
と
想
定
す
る
こ
と

が
自
然
で
は
な
い
か
。
金
融
緩
和
政
策

を
現
状
維
持
と
す
る
根
拠
が
分
か
り
に

く
い
と
い
う
よ
り
も
、
第
二
、
第
三
の

矢
へ
の
政
府
の
政
策
の
現
状
が
少
々
分

か
り
に
く
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
11
月
20
日
執
筆
）

株
式
会
社
大
和
総
研

金
融
調
査
部
主
席
研
究
員

内
野
　
逸
勢

「
日
本
銀
行
の
金
融
政
策
の
効
果
と

副
作
用
の
見
極
め
は
分
か
り
に
く
い
か
」
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（金融調査部　主席研究員）。専門は金
融・資本市場、金融機関経営、地域経済、
グローバルガバナンスなど。主な著書・
論文に『地銀の次世代ビジネスモデル』
2020年５月、共著（主著）、『FinTech
と金融の未来〜10年後に価値のある金
融ビジネスとは何か？〜』2018年４月、
共著（主著）、『JAL再生　高収益企業へ
の転換』日本経済新聞出版、2013年１
月、共著。IAASB CAG（国際監査・保
証基準審議会　諮問・助言グループ）委
員（2005〜2014年）。日本証券経済研
究所「証券業界とフィンテックに関する
研究会」（2017年）

［
注
１
］
白
井
さ
ゆ
り
教
授
（
慶
應
義
塾
大
学
）

の
「
日
銀
、
金
利
操
作
の
再
修
正
を
決

定
　
長
期
金
利
１
％
超
え
容
認
」（
日

本
経
済
新
聞
）
の
「
ひ
と
こ
と
解
説
」

https://w
w

w
.nikkei.com

/article/
D

G
XZQ

O
U

B310D
R0R31C

23A
0000000/

［
注
２
］
イ
ー
ル
ド
・
カ
ー
ブ
と
は
、
国
債
に
関

し
て
、
縦
軸
に
「
利
回
り
」（
上
方
ほ

ど
利
回
り
が
高
く
な
る
こ
と
を
示
す
縦

軸
）、
横
軸
に
「
償
還
ま
で
の
残
存
期

間
」（
右
側
ほ
ど
残
存
期
間
が
長
く
な

る
、
つ
ま
り
短
期
（
金
利
）
か
ら
長
期

（
金
利
）
と
な
る
横
軸
）
を
と
っ
た
グ

ラ
フ
上
で
示
さ
れ
る
曲
線
で
あ
り
「
利

回
り
曲
線
」
と
呼
ば
れ
る
。

［
注
３
］
日
本
銀
行
が
あ
ら
か
じ
め
決
ま
っ
た
価

格
（
利
回
り
）
で
金
融
機
関
か
ら
国
債

を
無
制
限
に
買
い
入
れ
る
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
指
す
。

［
注
４
］
日
本
銀
行
「
総
裁
定
例
記
者
会
見
」
２

０
２
３
年
11
月
１
日
公
表
分
。
以
下
の

「
」
も
同
様
。
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TEL 0838-22-1103 萩市椿3732の7
マシヤマ印刷
総合印刷・企画・デザイン制作

本
社

『自費出版』つくりかたのアドバイス。

あなたも作家。あなたも作家。
自分史をはじめ、記念誌、遺稿集、句集、画集、写真集
など…あなたの思いや経験・知識を本にしてみませんか。

総合結婚式場・披露宴会場

萩市堀内菊ヶ浜　ＴＥＬ.（0838）22−0326㈹

み ら��く て��い

先日、久しぶりに青森を訪ねました。青森駅から鉄道で20分ほどの浅虫温泉で、青森中央学院大学
の健康ウォーキング・サークルの学生や先生たちと森の中を歩くイベントに参加するためです。彼ら
がサークル活動で取り組んでいるのは、クアオルト健康ウォーキングというドイツ発祥のメソッドで、
体の表面温度や心拍数をモニタリングしながら自然の中を歩き、効率的に無理なく健康増進につなげ
るというものです。

森を歩いて解散した後、浅虫温泉の駅近くに最近できたクラフトビールの醸造所を訪ねました。も
ともと銀行の支店だったという建物をリノベーションした醸造所には、８席のカウンターと金庫だっ
たスペースの中に置かれた４人掛けのテーブルが一つあり、そこでつくられた数種類のビールを味わ
えます。

この「蛍火（けいか）醸造」を開業したのは、青森市の丸山銃砲火薬店の三代目、花火職人でもあ
る丸山桂多さん。クラフトビールに魅せられて、岩手県遠野市の醸造所でビールづくりを修業したそ
うです。醸造所のある地名の蛍谷と、もともとの稼業である花火にちなんで、蛍火醸造と名付けたと
のことでした。

一緒に森を歩いた学生もそうでしたが、丸山さんや醸造所のスタッフも皆、地元のことが大好きで、
地元のために何か貢献したいという気持ちを持っていました。こうした気持ちはおのずとその行動や
言葉に表れるものです。とても感じの良いスタッフにいろいろと地域のことを聞きながらおいしいビ
ールを飲んで、私もすっかり浅虫温泉と青森のファンになっていました。

最近、さまざまな地域で「地域ブランド」のつくり方や広め方といった内容で相談を受けたり、一
緒に考えたりすることが多くなっています。そこでは地域資源を磨き上げて魅力あるものを地域外に
発信したり地域に来て買ってもらったりといったことをまず考えます。ブランドとはそもそも顧客の
心の中に形成された良いイメージのことです。それを醸成するのは良い印象を抱いた小さな体験の積
み重ねです。昨今、「モノよりコト」が重要だといわれるのはそのためです。

こうした「小さな感じの良い体験」をする場所やシーンはさまざまです。地域の外に対してそれを
提供する人もさまざまです。その地域を好きになってもらう魅力的な体験を提供するのに「地元が大
好きな感じの良い若者たち」が重要な役割を果た
していると、今回の青森訪問で強く感じました。

地域ブランドは、つくっては消費するような単
発で一過性のものであってはいけません。商品や
サービスを通じた体験も含めてずっと提供し続け
るには、やはり若い力が必要なのだと思います。
ですから地域ブランドを考えるときは、これから
長くそれを担う若い世代の考えを採用し、主役を
任せることが大切なのだと思います。

日経BP総合研究所 上席研究員　渡辺　和博

渡辺　和博／わたなべ・かずひろ
日経BP総合研究所 上席研究員。

1986年筑波大学大学院理工学研究科
修士課程修了。同年日本経済新聞社
入社。IT分野、経営分野、コンシュー
マ分野の専門誌編集部を経て現職。
全国の自治体・商工会議所などで地
域活性化や名産品開発のコンサルテ
ィング、講演を実施。消費者起点を
テーマにヒット商品育成を支援して
いる。著書に『地方発ヒットを生む
逆算発想のものづくり』（日経BP社）。

「地域ブランドを担う
『感じの良い若者たち』

を大切にしよう」
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一日一生 〜出会いに、仲間に、地域に100%感謝〜

青
年
部

コ
ー
ナ
ー

No.452
萩商工会議所

青年部

現会員数29名

11
月
22
日
㈬
に
11
月
全
員

協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
会
員
同
士
の
親
睦
を

深
め
る
た
め
、
ユ
ー
ズ
ボ
ウ

ル
萩
に
場
所
を
移
し
ボ
ウ
リ

ン
グ
全
協
と
題
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

協
議
会
終
了
後
３
～
４
人

ず
つ
レ
ー
ン
に
入
り
ゲ
ー
ム

ス
タ
ー
ト
。
ス
ト
ラ
イ
ク
や

ス
ペ
ア
が
出
た
時
に
は
歓
喜

の
声
と
ハ
イ
タ
ッ
チ
、
ガ
ー

タ
ー
や
１
本
だ
け
残
っ
た
と

き
は
『
あ
ー
』
と
い
う
落
胆

の
声
が
聞
こ
え
る
中
ゲ
ー
ム

は
進
み
、
優
勝
は
中
村
君
で

し
た
。

い
つ
も
と
違
う
雰
囲
気
の

も
と
会
員
同
士
の
交
流
が
図

ら
れ
た
全
員
協
議
会
と
な
り

ま
し
た
。

榎
谷
　
紘
司

11
月
８
日
㈬
に
「
萩
青
年

会
議
所
と
の
交
流
会
」
が
開

か
れ
ま
し
た
。

普
段
、
交
流
す
る
機
会
が

少
な
い
人
た
ち
と
の
交
流

は
、
非
常
に
有
意
義
な
も
の

で
し
た
。

食
事
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
通
し
、
萩
市
の
経
済
活

性
の
内
容
を
は
じ
め
、
業
務

に
関
す
る
話
や
日
常
生
活
な

ど
の
様
々
な
会
話
を
し
ま
し

た
。
よ
り
一
層
、
親
交
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、
萩
商
工
会
議
所

青
年
部
の
一
員
と
し
て
、
研

鑽
に
努
め
た
い
と
、
強
く
意

識
を
し
た
一
日
に
な
り
ま
し

た
。萩

青
年
会
議
所
の
皆
様
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

土
岐
　
春
樹

11
月
全
員
協
議
会

萩
青
年
会
議
所
と
の

交
流
会

11
月
25
日
㈯
に
岩
国
商
工

会
議
所
青
年
部
40
周
年
記
念

式
典
お
よ
び
記
念
祝
賀
会
に

白
井
監
査
と
２
名
で
出
席
し

ま
し
た
。
記
念
式
典
に
お
い

て
は
前
回
の
周
年
か
ら
就
任

さ
れ
た
歴
代
の
会
長
に
感
謝

状
が
授
与
さ
れ
、
書
道
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
で
会
場
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。
記
念
祝
賀
会

で
も
地
元
の
団
体
祝
宴
な
ど

が
執
り
行
わ
れ
、
終
始
楽
し

い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
萩
商
工
会
議
所

青
年
部
も
私
で
55
年
目
が
終

わ
り
ま
す
。
次
の
60
年
に
向

け
て
、
し
っ
か
り
と
残
り
の

時
間
で
次
年
度
に
バ
ト
ン
を

渡
せ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

服
部
　
和
彦

岩
国
商
工
会
議
所
青
年
部

40
周
年
記
念
式
典

所
属
す
る
会
社
が
萩
商
工

会
議
所
に
加
入
し
て
お
り
、

な
お
か
つ
40
歳
ま
で
の
若
手

経
営
者
、
あ
る
い
は
、
有
望

な
人
材
の
方
が
い
ら
し
た
ら
、

青
年
部
で
己
を
磨
き
ま
せ
ん

か
？
多
く
の
異
業
種
の
方
と

の
交
流
、
様
々
な
青
年
部
事

業
の
運
営
を
通
し
て
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
と
一
生
の
友
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？
学
ん
だ
こ

と
は
必
ず
自
身
に
役
立
ち
ま

す
。
ま
た
、
ご
不
明
な
点
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
青
年
部

事
務
局
や
現
役
青
年
部
会
員

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

青
年
部
事
務
局

☎
２
５-

３
３
３
３
担
当
　
瀧
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平
素
よ
り
萩
商
工
会
議
所

青
年
部
の
活
動
に
ご
理
解
ご

協
力
を
賜
わ
り
ま
し
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
私
た
ち
青

年
部
が
、
ど
ん
な
活
動
を
し

て
い
る
の
か
を
多
く
の
方
に

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
本
年
度
１
年
間
を
通
し
て
、

青
年
部
活
動
に
つ
い
て
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

今
回
は
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
方

と
現
役
会
員
に
青
年
部
に
入

っ
て
よ
か
っ
た
こ
と
な
ど
を

聞
い
て
い
く
【
だ
か
ら
私
は

青
年
部
】
と
い
う
企
画
の
４

回
目
で
す
。
第
40
代
会
長
を

さ
れ
ま
し
た
、
伊
勢
島
修
石

材
店
代
表
伊
勢
島
紀
行
様

と
本
年
度
萩
商
工
会
議
所
青

年
部
副
会
長
を
さ
れ
て
い
る
、

萩
テ
レ
ビ
㈱
の
上
利
祥
悟
君

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

全
協
増
強
委
員
会

「
出
会
い
の
原
点
は
青
年
部
」

元
京
セ
ラ
・
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
創
業

者
会
長
の
稲
盛
和
夫
氏
の
著
書

に
、
人
に
は
３
つ
の
タ
イ
プ
が

あ
る

○
火
を
近
づ
け
る
と
燃
え
上
が

る
可
燃
性

○
火
を
近
づ
け
て
も
燃
え
な
い

不
燃
性

○
自
分
で
勝
手
に
燃
え
上
が
る

自
然
性

物
事
を
成
す
に
は
自
ら
燃
え

上
が
り
、
さ
ら
に
そ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
周
囲
に
も
分
か
ち
与
え

る
人
間
に
な
る
こ
と
で
す
。

家
業
を
継
ぐ
為
、
高
校
卒
業

後
愛
知
県
で
４
年
間
修
業
し
た

後
、
萩
に
帰
り
23
才
か
ら
41
才

ま
で
19
年
在
籍
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
当
時
青
年
部
の
メ

ン
バ
ー
の
方
に
は
、
周
囲
か
ら

何
も
言
わ
れ
な
く
て
も
自
ら
燃

え
上
が
る
可
燃
性
タ
イ
プ
の
人

が
い
る
一
方
で
、
周
り
か
ら
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
与
え
ら
れ
て
も
冷

め
き
っ
た
態
度
を
崩
さ
ず
不
燃

性
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
た
だ
、
不
燃
性
と
思
わ
れ

た
人
も
何
か
の
き
っ
か
け
で
可

燃
性
に
な
っ
て
い
る
方
も
多

く
、
青
年
部
で
の
た
く
さ
ん
の

方
の
出
会
い
が
行
動
も
考
え
方

も
自
身
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
る

の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

青
年
部
入
会
後
、
メ
ン
バ
ー

の
先
輩
か
ら
御
船
謡
保
存
会
・

消
防
団
に
誘
わ
れ
、
会
長
時
に

は
県
下
青
年
部
の
た
く
さ
ん
の

方
と
も
知
り
合
い
に
な
り
、
今

現
在
も
交
流
し
て
お
り
ま
す
。

卒
会
後
は
会
議
所
議
員
・
ロ

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
活
動
範
囲

が
広
が
り
、
毎
日
忙
し
い
で
す

が
充
実
し
た
日
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
も
す
べ
て
青
年
部

の
時
の
先
輩
・
同
期
・
後
輩
の

方
の
ご
縁
で
今
の
自
分
が
あ
る

事
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
青
年

部
で
の
経
験
が
今
、
役
に
立
っ

て
い
る
事
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。

若
い
時
に
た
く
さ
ん
の
方
と

出
会
い
、
自
分
の
世
界
を
広
げ

て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

伊
勢
島
修
石
材
店

代
表
　
伊
勢
島
　
紀
行

青
年
部
の
１
番
の
メ
リ
ッ
ト

は
「
志
を
共
に
す
る
仲
間
が
で

き
る
こ
と
」
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
立
場

で
青
年
部
に
所
属
し
て
お
り
ま

す
。
入
会
し
た
の
は
会
社
側
か

ら
の
打
診
が
き
っ
か
け
で
し

た
。
当
時
、
社
会
人
３
年
目
だ

っ
た
私
は
、
青
年
部
が
ど
ん
な

団
体
か
も
分
か
ら
ず
、
不
安
な

思
い
で
会
合
に
出
席
し
た
の
を

覚
え
て
い
ま
す
。
い
ざ
入
会
し

て
み
る
と
、
周
り
の
会
員
は

「
代
表
取
締
役
」
や
「
常
務
」

な
ど
、
立
派
な
肩
書
き
を
持
つ

方
々
が
多
く
、
恐
縮
な
思
い
で

し
た
が
、
皆
平
等
に
接
し
て
頂

き
、
徐
々
に
「
自
分
は
萩
の
経

営
者
た
ち
と
肩
を
並
べ
て
活
動

し
て
い
る
ん
だ
」
と
い
う
思
い

が
芽
生
え
、
自
ら
の
自
信
へ
と

繋
が
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

冒
頭
に
掲
げ
た
「
志
」
と
は

「
ふ
る
さ
と
の
た
め
に
行
動
す

る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
は
萩
で
生
ま
れ
育
ち
、
大

学
４
年
間
を
東
京
で
過
ご
し
た

後
、
自
身
の
ふ
る
さ
と
の
た
め

に
仕
事
を
し
た
い
と
考
え
、
地

元
メ
デ
ィ
ア
に
就
職
し
ま
し

た
。
青
年
部
に
集
ま
る
メ
ン
バ

ー
は
、
業
種
や
世
代
は
違
え
ど

「
萩
を
盛
り
上
げ
た
い
」
と
い

う
同
じ
志
を
持
っ
て
活
動
し
て

い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
現
在
、

会
員
数
の
減
少
が
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
お
り
、
共
に
活
動
し

て
く
れ
る
仲
間
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
私
は
自
ら
の
経
験
か
ら

「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
こ
そ
青
年
部

に
入
る
べ
き
だ
」
と
感
じ
て
い

ま
す
。
地
元
企
業
の
代
表
者
の

皆
様
に
は
、
是
非
と
も
若
手
社

員
の
育
成
と
い
う
観
点
か
ら

も
、
当
会
へ
の
入
会
を
ご
検
討

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

萩
テ
レ
ビ
㈱

上
利
　
祥
悟



11
月
26
日
㈰
、
27
日
㈪
と
佐

賀
商
工
会
議
所
女
性
会
枝
吉
眞

喜
子
会
長
は
じ
め
10
名
の
会
員

の
皆
様
が
、
落
ち
葉
が
舞
う
紅

葉
の
季
節
に
、
視
察
研
修
に
お

見
え
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

27
日
早
朝
よ
り
、
明
倫
学
舎

を
見
学
さ
れ
た
後
、
会
員
で
あ

り
ま
す
東
光
寺
に
お
越
し
い
た

だ
き
総
門
入
り
口
に
て
住
職
、

女
性
会
執
行
部
で
お
迎
え
致
し

ま
し
た
。

住
職
に
よ
る
黄
檗
宗
寺
院
紹

介
の
後
、
冷
え
た
身
体
を
温
か

い
お
抹
茶
と
お
菓
子
で
お
も
て

な
し
を
し
、
高
ら
か
な
明
る
い

声
で
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
、

お
待
ち
し
て
お
り
ま
し
た
」
と

笑
顔
で
接
す
る
私
た
ち
女
性
会

で
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
住
職
の
講
和
を
受
け
、

そ
の
後
屈
託
の
な
い
パ
ワ
フ
ル

な
枝
吉
会
長
の
挨
拶
と
長
谷
会

長
の
挨
拶
で
楽
し
い
お
し
ゃ
べ

り
と
会
食
に
移
り
ま
し
た
。

実
は
今
年
２
月
に
女
性
会
は

佐
賀
市
を
訪
れ
、
そ
の
時
佐
賀

女
性
会
と
の
交
流
会
で
お
も
て

な
し
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
感
じ
た
こ
と
は
佐
賀

市
は
萩
市
に
似
て
、
歴
史
的
・

文
化
的
な
人
物
や
建
造
物
を
有

す
る
土
地
で
地
域
に
根
差
し
た

事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

こ
ん
な
に
も
早
く
こ
の
機
会
を

頂
け
る
こ
と
で
よ
り
一
層
の
絆

と
ご
縁
を
感
じ
る
次
第
で
す
。

短
い
ひ
と
時
の
交
流
会
で
あ

り
ま
し
た
が
、
友
情
の
輪
が
広

が
っ
て
い
く
の
を
感
じ
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
佐
賀
女

性
会
の
方
か
ら
「
時
を
忘
れ
る

程
、
ホ
ッ
と
一
息
つ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
萩
に
来
て
よ
か

っ
た
。
涙
が
出
る
く
ら
い
嬉
し

か
っ
た
で
す
」
と
の
感
想
を
い

た
だ
き
、
ま
さ
に
こ
れ
が
「
一

期
一
会
」
で
は
な
い
か
と
感
じ

ま
し
た
。

私
た
ち
女
性
会
に
お
い
て
も

そ
の
精
神
に
立
ち
返
り
、
お
互

い
が
使
命
感
を
持
ち
、
さ
ら
に

活
動
を
活
発
に
家
業
、
社
会
貢

献
を
前
進
さ
せ
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

横
山
　
仁
美
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交
流
会
後
、
佐
賀
女
性
会
の
方
々
よ

り
今
回
の
萩
視
察
の
感
想
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
感
想
を
聞
き
、
萩
女
性

会
と
し
て
、
そ
し
て
萩
市
民
の
一
人
と

し
て
、
萩
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
認
識
す

る
こ
と
が
出
来
た
と
と
も
に
、
こ
れ
を

残
し
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
強
く
感

じ
ま
し
た
。

今
回
の
佐
賀
女
性
会
と
の
情
報
交
換

会
開
催
ま
で
の
準
備
、
当
日
、
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
の
遂
行
、
最
後
の
片
付
け
ま

で
、
長
谷
会
長
を
中
心
に
お
も
て
な
し

の
心
を
持
っ
て
協
力
し
て
取
り
組
め
た

事
が
と
て
も
楽
し
く
有
意
義
で
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で

し
た
。

広
報
委
員
会

萩へよう
こそおいでませ

佐賀商工会議所女性会との情報交換会佐賀商工会議所女性会との情報交換会佐賀商工会議所女性会との情報交換会 11

27
（月）

明
倫
学
舎
や
城
下
町
筋
な
ど
美
し

い
町
並
み
と
歴
史
あ
る
建
造
物
が

大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
る
事
に
感

動
し
ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
説

明
が
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
『
歴

史
は
人
を
作
る
』
と
い
う
言
葉
に

感
動
し
ま
し
た
。

萩
女
性
会
の
皆
さ
ん
の
細
や
か
な

心
遣
い
や
、
お
も
て
な
し
に
学
ぶ

と
こ
ろ
を
沢
山
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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人 材 情 報 −私たちは事業主の期待に応えます−
※改正男女雇用機会均等法の施行により、性別は表示されていません。

個人の免許・資格・経験を重視されて、面接の機会均等にご理解いただくようお願いいたします。

掲載番号 住所 学歴 希望勤務時間 希望収入 希望職種 免許・資格 経験職種（　年）

５−41

５−42

５−43

５−44

５−45

※面接を希望される求職者の方がおられましたらハローワークの相談窓口までご連絡ください。
※ハローワークでは、随時紹介を行っていますので、記載されている求職者が既に就職されている場合があります。

その際にはあしからずご了承ください。
※詳細については、萩公共職業安定所（☎22−0714）へご連絡ください。〔資料提供：萩公共職業安定所〕

萩　市 高卒 時間不問 16万円 品出し・陳列
補充作業員

普通自動車
手話３級 医療事務員　（約15年）

萩　市 高卒 ８：30～17：30 20万円 運輸・貨物
自動車運転

大型自動車
フォークリフト運転技能者

ごみ収集作業員
（約１年）

施設介護　　（約10年）萩　市 高卒 ８：00～17：00 16万円 食品製造
作業員

普通自動車
介護福祉士

萩　市 高卒 時間不問 時給�928円 レジ係 普通自動車 技能実習生管理
（約２年）

萩　市 専門卒 ８：30～17：30 時給�1000円 農業
普通自動車
大型特殊免許（農耕用）
牽引免許（農耕用）

農業　　　　（約５年）

お 知 ら せ
11月１日

〜

■事務局日誌■
７日・島根経済同友会石西支部・山口経済同友会

萩・長門地区交流懇談会懇親会
８日・萩間税会理事会

・萩焼協同組合催事委員会
10日・第５回運営委員会
11日・金谷神社秋季大祭祭典
12日・毛利輝元卿墓前祭
13日・萩市長、萩市議会議長への要望書提出
14日・第58回会員事業所優良従業員表彰式
15日・山口県間税会連合会正副会長会議

・萩市経済対策会議
16日・道路整備促進中央要望（東京都）

・日本政策金融公庫と事業継承に関わる意見交換会
17日・山口県火災共済協同組合理事会
19日・第165回日商簿記検定試験
20日・関税協会萩地区懇談会
21日・萩ネットワーク協会理事会

・中国ブロック相談所長会議（～22日）
・第３回萩市産業戦略本部会議

22日・全国労働保険事務組合連合会山口支部役員会

きごうの所議会 11月30日

会員だより
会員数 1,213名
令和５年11月30日現在

●代表者変更
�事業所名　　　　　　　�新代表者名　　　  �所在地
㈱北門屋敷 吉村龍一朗 堀内210-12
●商号変更
�事業所名　　　　　　　�旧商号　　　　　  �所在地
山村設備㈱ 山村設備 椿2963-10

25日・納税貯蓄組合連合会中学生の税の作文・書写・表彰式
28日・中国地方商工会議所専務理事会（～29日）
30日・萩焼協同組合「弐萩祭」（～12/４）

ショッピングパーク

毎週土曜日9：00〜12：00

大好評
土曜朝市開催！

土曜の朝はアトラスへ集合

0838−26−0909
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当所は経営革新等支援機関の認定を受けています。
お気軽に萩商工会議所までご相談ください。〈TEL 25-3333〉
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がんばる経営者  応援宣言！！
当所は経営革新等支援機関の認定を受けています。お気軽に萩商工会議所までご相談ください。

日本政策金融公庫 金融相談日
当日は、㈱日本政策金融公庫山口支店担当者がご相談に応じます。

借入相談・事前相談、返済のご相談等にご利用ください

■日時／１月４日㈭・18日㈭ 午前10時〜午後３時
■会場／萩商工会議所

利率1.20％

ご融資額 2,000万円以内
（詳しくはお問合せください）

返済期間　設備　10年以内
運転 ７年以内

無　担　保 無 保 証 人

担当者がご相談に応じますので、お気軽にお問合せください

●従業員数が、小売・卸売・サービス業の方は５人以下。製造・
その他の業種の方は20人以下の方。

●税金（所得税・事業税・住民税）等が完納されている方。
●萩市内で1年以上事業を行っている方で商工会議所の経
営指導を受けている方。

商工会議所の推薦で日本政策金融公庫がご融資いたします。

ご利用いただける方

●前年、前々年の決算書・申告書。
●所得税（法人税）・事業税・住民税の領収書または納税
証明書。

●最近の試算表。
※設備資金の申込の場合は、見積書・カタログなどが必
要になります。

ご準備いただくもの

マル経融資制度は、小規模事業者の経営を金融面からサポートするために設けられた公
的融資制度です。商工会議所の推薦により、日本政策金融公庫から無担保・無保証人・低
金利で融資を受けることが出来ます（融資条件等は令和５年12月８日現在のものです）。

事業資金はマル経で
制度のご紹介

要予約

知的財産権に関する相談等にご利用ください

特許・商標等相談日
特許・商標等を事業に活用するための相談、企業間連携に係る秘密保持、共同開発

などの契約等に関するご相談に専門家が応じます。どうぞ、ご利用ください。

■日時／１月９日㈫ 午後１時〜４時
■会場／萩商工会議所
■担当者／知的財産アドバイザー（山口県知財総合支援窓口からの派遣相談員）

要予約

相談無料

個別面談

秘密厳守
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